
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

地球 3 地震のゆれ ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 震源と震央、2つのゆれ

地下で地震が発生した場所を震源、震源の真上の地表の点を震央という。

地震のゆれは、小さくこきざみな初期微動から始まり、あとから大きな主要動がくる。初期微動が続く時間を初期

微動継続時間という。

● 初期微動は伝わる速さが速いP波、主要動は伝わる速さが遅いS波によって起こる。

図 P波とS波の速さ
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グラフから、P波は 120 km を 20 秒で伝わるので、速さは 
120

20
＝6

km/s。S波は 120 km を 40 秒で伝わるので、速さは 
120

40
＝3

km/s。

初期微動継続時間〔s〕＝(震源からの距離〔km〕÷3)－(震源からの距離〔km〕÷6)＝震源

からの距離〔km〕÷6 となる。

まとめ 震度とマグニチュード

地震のゆれの大きさを、観測地点ごとに表したものを震度という(0〜7の10段階)。

地震そのものの規模(エネルギーの大きさ)を表すものをマグニチュードという。震源が同じでも、震源から遠い地

点ほど震度は小さくなる。

● マグニチュードが 1 大きくなると、地震のエネルギーは約 32 倍になる。2 大きくなると約 1000 倍になる。

例題 初期微動継続時間と震源からの距離

● 震源からの距離〔km〕＝ 6 × 初期微動継続時間〔s〕(P波 6 km/s、S波 3 km/s のとき)

● 震源からの距離が大きいほど、初期微動継続時間は長くなる(震源からの距離と初期微動継続時間は比例する)。

(1) 初期微動継続時間が 15 秒のとき、震源からの距

離は何 km か。

6 × 15 ＝ 90 km

(2) 震源からの距離が 120 km の地点に、P波が届

くのは地震発生から何秒後か。

120 ÷ 6 ＝ 20 秒後
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